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報道関係者 各位                                          ＜配信枚数 2 枚＞ 

2025 年 11 月の立命館土曜講座は、立命館大学歴史都市防災研究所の企画として「京都の文化遺産と

防災」をテーマに、ハイブリッド形式（対面・Zoom ウェビナー）で開講いたします。 

どなたでも無料で受講いただけますので、ご関心のある方のご参加をお待ちしております。 
 

記 

 

■立命館土曜講座 11 月テーマ 「京都の文化遺産と防災」 

（1）京都小学校校舎の明治・大正・昭和―災害からのコンクリート校舎誕生物語― 

日時 ： 2025 年 11 月 8 日（土） 10 時 00 分～11 時 30 分 ハイブリッド講座（対面・Zoom ウェビナー） 

講師 ： 立命館大学 衣笠総合研究機構 教授 大場 修 

（2）文化遺産防災のはじまり 

日時 ： 2025 年 11 月 22 日（土） 10 時 00 分～11 時 30 分 ハイブリッド講座（対面・Zoom ウェビナー） 

講師 :  立命館大学歴史都市防災研究所 特別研究フェロー 土岐 憲三 

立命館大学 理工学部 准教授 金 度源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

本リリースの配布先： 京都大学記者クラブ 
 
 

●内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学衣笠総合研究機構 担当：武田・堀    TEL.075‐465‐8224 

【立命館土曜講座のご案内】 

2025 年 11 月テーマ 

「京都の文化遺産と防災」 

開催日程 ： 2025 年 11 月 8 日（土） ・ 22 日（土） 

開催方法 ： ハイブリッド講座（対面・Zoom ウェビナー） 

開催方法 ： ハイブリッド講座（対面・Zoom ウェビナー） 

内 容 ： 別紙参照 

聴 講 料 ： 無料 

定 員 ： 末川記念会館 180 人、Zoom ウェビナー400 人 

※実施前日 12 時 00 分までに要事前申込。定員に達し次第、受付を終了。 

申込方法 ： 立命館土曜講座の WEB サイトよりお申し込みください。 

https://www.ritsumei.ac.jp/doyo/ 

主 催 ： 立命館大学衣笠総合研究機構 

そ の 他 ： 文字通訳を配信しています。 

 



 
 

別 紙 

■立命館土曜講座 11 月テーマ「京都の文化遺産と防災」 

（1）京都小学校校舎の明治・大正・昭和―災害からのコンクリート校舎誕生物語― 

日時 ： 2025 年 11 月 8 日（土） 10 時 00 分～11 時 30 分 

講師 ： 立命館大学 衣笠総合研究機構 教授 大場 修 

講師による内容紹介 ：  

・この講座では、明治 2 年、日本で最も早く誕生した京都市中の小学校校舎の発展史をたどります。 

・明治期は、木造校舎がどのように出来たのか。公家の屋敷や寺院建築を移築し転用しながら、校舎整備

を進めた、京都独自の歴史を探ります。 

・大正末期以降、木造校舎からコンクリート校舎への建て替えが進展しますが、その背景には、室戸台風や

火災の被災経験がありました。 

・学区の人達は、どのようにコンクリート校舎への建て替えを模索し、実行したのか。 

・京都で最も早くコンクリート校舎を実現した本能小学校や、室戸台風で多くの児童が犠牲になった西陣小

学校などを中心に、その足跡をたどります。 

・現在の京都には、たくさんの戦前校舎が残されています。それらがどのように転用され、活用されているの

か。小学校校舎のリノベーションの最新事例を紹介します。 

 

（2）文化遺産防災のはじまり 

日時 ： 2025 年 11 月 22 日（土） 10 時 00 分～11 時 30 分 

講師 ： 立命館大学歴史都市防災研究所 特別研究フェロー 土岐 憲三 

立命館大学 理工学部 准教授 金 度源 

講師による内容紹介 ：  

本学の歴史都市防災研究は、約 20 年以上前から始まりました。文化遺産保存にかかわる学問と人々の安

全を優先する防災工学という、本来は別々の学問領域であった両分野の融合を目指して、世界でもあまり

見られない特殊な学問と実践分野として発展してきました。 

その文化遺産防災学は、1995 年阪神淡路大震災を経験された土岐憲三先生による取り組みの産物として

はじまりました。本講座では、土岐先生が 30 年前に肌で感じられた阪神淡路大震災の恐ろしさと、そこから

得られた教訓によりはじまった文化遺産防災学の背景と意義、そして、その目的などについて、紹介します。

なお、講座は、特別研究フェローの土岐憲三先生と理工学部の金度源准教授の対談形式で進行します。 

 

■立命館土曜講座 

1946 年から続く、市民向けの無料公開講座。故・末川博名誉総長の「学問や科学は国民大衆の利益や

人権を守るためにある。学問を通して人間をつくるのが大学であり、大衆とともに歩く、大衆とともに考える、

大衆とともに学ぶことが重要」との思いのもとに、大学の講義を市民に広く開放し、大学と地域社会との結び

つきを強めることを目指しています。 

＜WEB サイト＞ https://www.ritsumei.ac.jp/doyo/ 


